
９月 

令和 6 年度 第 1 回 愛知工業学防災士養成研修講座 募集要項 

１ 目的 

対象者の防災に対する意識の啓発、知識・技能の習得や向上を図るため、地域での防災活動の中核となる

人材として防災士を養成し、地域防災力向上を目指すため、防災士養成研修講座を開催します。 

 

2 集合研修日程 

令和６年９月 28 日（土）９時～18 時 30 分 

９月 29 日（日）９時～18 時 30 分  （２日間連続講座） 

※資格取得試験  ９月 29 日（日）17 時 30 分～18 時 30 分 

 日本防災士機構より試験監が同会場に来場して行います。 

 

3 集合研修会場 

豊田市役所 東庁舎 ７階 （東大会議室１・２）  

〒471-8501 愛知県豊田市西町３－６０  

※駐車場有（西庁舎平面駐車場） 

数に限りがございますので、できる限り公共交通機関でおこしください。 

 

4 募集定員 

100 名（定員に達した場合、募集終了）  

 

5 募集対象者 

下記いずれかに該当するものとする。 

① 愛知工業大学の学生・教職員・関係者 

② 豊田プラットフォーム構成大学等の学生・教職員 

③ 愛知県立大学の学生・教職員 

④ 豊田市在住・在勤者 

  

6 カリキュラム等 

（１）研修講目、時間割等 

別紙１のとおりとする。 

※２日間の集合研修と履修確認レポート提出および下記７に記載する救急救命講習を受け、資格取得試

験に合格することによって、日本防災士機構が認証する防災士の資格が得られます。 

 

（２）履修確認レポート（Web による事前学習） 

受講費用を支払った方に防災士教本と Web による事前学習（履修確認レポート）の取り組み方の説明書

等を郵送いたしますので、必ず８月 31 日（土）までに Web 学習を完了させてください。 

※履修確認レポートは、防災士資格取得試験受験資格に必須項目です。Web にてすべての項目を修了し

ていないと受験資格がなくなります。 

 

 



             

7 救急救命講習 

別紙 2 の日本防災士機構が防災士認証要件として認めている主な救急救命講習等一覧の中の講習を合格

発表（10 月末）までに必ず受講して 修了証を取得してください。 

※防災士の登録資格の必須項目です。 

※５年以内の修了証が有効となります。すでに５年以内の修了証をお持ちの方はそちらを利用可能。 

※普通救命講習は、県内各消防本部（局）で開催していますので、日程等については各消防本部（局）に

問い合わせをして、合格発表（10 月末頃）までに各自受講してください。 

＊10 月末までに救命救急講習の修了証の取得ができなかった方は、それ以降でも登録可能ですので、事務局にご相談ください。 

 

8 受講費用 

受講費用は、下記の通りとなります。 

 学生 15,000 円   （大学生・高校生） 

[防災士教本代（4,000 円）・防災士資格取得試験受験料（3,000 円）・防災士資格認証登録料（5,000 円）を含む]      

 学生以外 25,000 円   

[防災士教本代（4,000 円）・防災士資格取得試験受験料（3,000 円）・防災士資格認証登録料（5,000 円）を含む]      

 

※受講申し込み後、自動返信にて案内をメール送付しますので、期限までに上記の受講費用を銀行振込で

お支払いください。お申し込み・ご入金の確認が取れましたら、必要教材を発送いたします。 

※納付後、受講をキャンセルした場合、返金はいたしません。 

※振込手数料は受講者負担となります。 

※金融機関への振込依頼書・払込受領書をもって領収書に代えさせていただきます。 

※愛知工業大学の学生に限り、後援会（父母会）より防災士合格後の防災士資格認証登録料（5,000 円）

を補助しますので受講費用は 10,000 円となります。 

 

9 募集期間・申し込み方法 

受講希望者は、下記 URL より受講申込みを行ってください。 

https://dprec.aitech.ac.jp/center/?page_id=24926 
申込締め切り：2024 年 6 月 30 日（日） ※定員になり次第締め切ります。 

受講費用振込期限：2024 年７月 10 日（水） 

 

１0 問合せ先 

愛知工業大学 防災士養成研修講座事務局（愛知工業大学地域防災研究センター内） 

E-mail：bousaishi@aitech.ac.jp 

TEL：0565-48-8121(内線 2533) 

住所：〒470-0392 愛知県豊田市八草町八千草１２４７ 

 

○豊田市民の方の申込に関する問合せ先 

豊田市地域振興部 市民安全室 防災対策課 担当者：北村、中島 

TEL：0565-34-6750 

FAX：0565-34-6048 

住所：〒471-8501 愛知県豊田市西町３－６０（南庁舎４階） 



９月 

愛知工業大学 防災士養成研修講座に申込後のスケジュール 

 

6月

申込受付後

•申込時に自動返信で入金案内メールが届く

•※自動返信で入金案内メールが届かない場合は、事務局
（bousaishi@aitech.ac.jp)へ連絡をお願いします。

メール受信後

～7月10日

•受講費用のお振込み

•※入金〆切：７月10日（水）

8月

•防災士教本が郵送で届く

•各自で履修確認レポート学習（Web学習）（必須）

•※レポート提出〆切：８月31日（土）

9月28日(土)

9月29日(日)

•愛知工業大学防災士養成研修講座（必須）

•９月29日：防災士資格取得試験受験（必須）

10月末

（予定）

•合格発表
•不合格の場合、本講座以外の別会場で実施される資格取得試験を再受験するこ
とができます。

•再受験の場合は、改めて受験料をお支払いいただく必要はありません。詳細は
愛知工業大学防災士養成研修講座事務局にお問い合わせ下さい。日本防災士機
構と調整します。

•10月末までに救急救命講習修了証を取得できていない方は、事務局にご相談
ください。

11月（予定）

•防災士登録書類を 愛知工業大学防災士養成講座事務局に郵送
する（登録書類は講座日(9月29日)に配布）

12月（予定）

•防災士認証状及び防災士証発送

（必須） 

各自で 

救急救命 

講習 

（別紙 2） 

を 

受講して 

修了証を 

取得 



令和６年度　第１回　愛知工業大学　防災士養成研修講座　時間割 別紙１

場所：豊田市役所　東庁舎　７階（東大会議室１・２）

【１日目】2024年９月28日（土）

時間 教科名 教本項目 講師

受付 9：00-9：15 受付

開講式

オリエンテーション
9：15-9：30 開講挨拶：地域防災研究センター長　横田崇

１限 9：30-10：30 地震・津波への備え 第15講 愛知工業大学　社会基盤学科　准教授　倉橋　奨

10分休憩 10：30-10：40

２限 10：40-11：40 気象災害・風水害 第２講
豊田工業高等専門学校　環境都市工学科

准教授　田中　貴幸

10分休憩 11：40-11：50

３限 11：50-12：50 被害想定・ハザードマップ 第６講（旧第７講）
愛知工業大学客員教授

名古屋大学名誉教授　福和　伸夫

昼休憩（50分） 12：50-13：40

４限（２時間） 13：40-15：40 【演習】避難所の設置と運営協力 第18講 豊田市地域振興部 市民安全室 防災対策課（調整中）

10分休憩 15：40-15：50

５限 15：50-16：50 地域防災と多様性への配慮 第19講 認定特定非営利活動法人愛知ネット　松原　優子

10分休憩 16：50-17：00

６限 17：00-18：00 自主防災活動と地区防災計画 第17講　 豊田市地域振興部 市民安全室 防災対策課　北村　厚

事務連絡

【２日目】2024年９月29日（日）

時間 教科名 教本項目 講師

受付 9：00-9：30

１限 9：30-10：30 行政の災害対策と危機管理 第９講
愛知県防災安全局防災部防災危機管理課

部長　岡田　晴道

10分休憩 10：30-10：40

２限 10：40-11：40 風水害・土砂災害等への備え 第16講
愛知工業大学社会基盤学科教授

愛知工業大学地域防災研究センター長　横田　崇

10分休憩 11：40-11：50

３限 11：50-12：50 災害関連情報と予報・警報 第７講（旧第６講）
豊田市・刈谷市・岡崎市気象アドバイザー

早川　和広

昼休憩（50分） 12：50-13：40

４限 13：40-14：40 災害医療とこころのケア 第12講
日本赤十字豊田看護大学

災害看護学領域　講師　長尾　佳世子

10分休憩 14：40-14：50

５限 14：50-15：50 近年の主な自然災害 補講１
日本赤十字豊田看護大学

災害看護学領域　講師　長尾　佳世子

10分休憩 15：50-16：00

６限 16：00-17：00 防災士に期待される活動 第21講 ＮＰＯ法人　愛知県防災士会　(調整中）

修了式・試験準備 17：00-17：30

試験 17：30-18：30



講習実施機関・所管等 講習・資格名 備考

普通救命講習ⅠまたはⅡ 「市民救命士」等の名称による同講習も含まれる

上級救命講習

応急手当普及員/指導員講習

消防吏員
消防吏員の階級証等の写しの提出が必要
(5年以内及び有効期限内基準の対象外)

患者等搬送乗務員基礎講習

医師
医師の資格の証書等の写しの提出が必要
(5年以内及び有効期限内基準の対象外)

救急救命士
救急救命士の資格の証書等の写しの提出が必要
(5年以内及び有効期限内基準の対象外)

酸素欠乏危険作業主任者技能講習

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習

小型船舶操縦士
 （一級〜二級、特殊）

取得後5年以内限定。別途、特定操縦免許の「小型
旅客安全講習」の受講が必要（取得後5年を超過し
たもの、及び前記安全講習の受講時期が判別不能な
ものは対象外。この場合、免許の更新記録ではな
く、前記安全講習修了証、または他の救急救命講習
修了証の写しの提出が必要）

海技士

救急法基礎講習
（赤十字ベーシックライフサポーター認定証）

救急法救急員養成講習 検定合格者に認定証交付

救急法指導員養成講習 指導員認定証交付

水上安全法指導員養成講習 指導員認定証交付

幼児安全法指導員養成講習 指導員認定証交付

救急法短期講習
 （心肺蘇生、AEDを3時間以上 含むもの）

カリキュラムの内容や時間数を確認する資料提出が
必要

J-MELS (母体救命)

ハートセイバー ファーストエイド
 CPR AED  コース（G2020）

BLSプロバイダーコース（G2020）

ACLSプロバイダーコース（G2020）

CPR（心肺蘇生法）BASIC＋AEDセミナー

AHA BLSプロバイダーコース

ベーシックプラス

ケアプラス【成人＋小児又は乳児　/　全年齢
対象（成人＋小児＋乳児）】

チャイルドケアプラス【全年齢対象（小児＋
乳児＋成人）】

JPTECプロバイダーコース

JPTECインストラクターコース

ICLSコース

エマージェンシー
ファーストレスポンス

エマージェンシーファーストレスポンス（EFR）
「一次ケア二次ケア」コース

日本防災士機構が防災士認証要件として認めている主な救急救命講習等一覧

普通救命講習Ⅰと同等のもの。

（心肺蘇生法とＡＥＤを含む。防災士認証登録申請時に、５年以内に発行されたものであり、発行団体が定めた有効期限内の修了証）

消防本部

厚生労働省

都道府県公安委員会

第一種運転免許（応急救護処置講習）

第二種運転免許（応急救護処置講習）

新規取得後5年以内限定
（取得後5年を超過したものは対象外）

国土交通省

日本赤十字社

日本ACLS協会

国際救命救急協会

MFA JAPAN

日本救急医学会／JPTEC協議会
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AHA BLSコース

AHA ACLSコース

AHA BLSインストラクターコース

AHA ACLSインストラクターコース

市民向けコース（試験あり/試験なし）

指導者養成コース

日本光電工業株式会社
心肺蘇生+ＡＥＤ講習会
（基本180分修了証付コース）

実践！CPR&AED研修

MFAベーシックプラス

MFAケアプラス【成人＋小児又は乳児 / 全年齢
対象（成人＋小児＋乳児）】

MFAチャイルドケアプラス【全年齢対象（小児＋
乳児＋成人）】

AHA BLSプロバイダーコース

AHA ACLSプロバイダーコース

Basic Skillsコース CPR&AED認定コースを含む各コースが対象

Safety Providerコース

Instructorコース
アシスタントインストラクター、インストラクター
等の各指導者コースが対象

WFA ベーシックレベル

WAFA アドバンスレベル

WFR プロフェッショナルレベル

WALS 医師レベル

WEMT 救命士レベル

プロバイダーコース

インストラクターコース

日本ライフセービング協会 BLS（CPR＋AED）コース BLS（CPR＋AED）コースを含む各コースが対象

ＰＡＤＩ レスキューダイバー

セーバー風ジャパン 一次救命措置講習

マリンスポーツ財団 ファーストレスポンダーコース

日本ファーストエイドソサェティ

L.S.F.A.
（Life Supporting First Aid）

Wilderness
Medical Associates Japan

日本体育施設協会
スポーツ救急手当

大阪ライフサポート協会
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